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平成３１年度本校教育のキーワード

具　体　的　目　標 具体的方策・評価指標 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

　意欲を持って学校生活に取り組む生徒を育
てる。

　各教員がアクティブ・ラーニングの手法を取り入れた授業を行うことに
より、基礎的な知識・技能の獲得に加えて、生徒の思考力・判断力・表現
力等の能力の伸長を図る。
　また、進路実現に向けて、生徒が、自己の置かれた環境を整えて主体的
に目標に挑戦する実践力を伸ばせるよう、各教科の授業、総合的な学習・
探究の時間、特別活動など、あらゆる教育活動をとおしてサポートする。
　授業アンケートにおいて「受け身でなく能動的に授業に取り組めてい
る」が、12月の調査で55％以上であればA、45％未満であればC。
　橿高生活アンケートにおいて「部活動と勉強についての達成感」が５ポ
イント以上あればA、４ポイント未満であればC。

A

　12月の授業アンケートにおいて「能動的に授業に取り
組めている」の項目が56.7％であった。成績上位の生徒
の中には、授業でのペアあるいはグループでの学習形態
により学習意欲が高まると感じている生徒もおり、授業
における「主体的･対話的で深い学び」を促すアクティブ
ラーニングやICTを活用する授業を一層推進していく必要
がある。
　橿高生活アンケートにおいて「部活動と勉強について
の達成感」は5.6ポイントで、昨年と比較して0.1ポイン
ト上昇した。
　一方で、授業の予習・復習を行う生徒は約25％に過ぎ
ず、部活動と勉強についての達成感を更に高めるために
授業の内容・展開方法を検討・改善する必要がある。

　授業アンケートで「能動的に授業に取り組め
ている」と回答した生徒の割合は、ここ２年
間、57～59％の間で推移している。この状況を
改善するため、アクティブラーニングやICTの
活用、前時の授業内容の復習と発展学習で始ま
る授業展開の導入等により、「能動的に授業と
家庭学習に取り組む態度」を育成する。
　また、授業内容・展開に関する教科内の協
議、部活動と勉強についての達成感を高めるた
めの学年内の協議を活発に行い、教員が一層連
携し、意欲的に生徒の指導・助言にあたる体制
作りを推進する。

　「学び続ける教員」としての自覚と実践を
促すための研修を推進する。

　教職員が教育研究所等の研修会、教科や高大接続改革をはじめとする
キャリア教育等に関わる研究会に積極的に参加し、その研修の成果を教職
員間で共有できる状況をつくる。
　校内研修においては、高大接続改革、生徒指導の在り方等、今日的な課
題をテーマとした研修を実施する。

A

　校内全体研修として、高大接続改革対応、生徒指導の
在り方、アレルギー緊急時対応、部落史の見直しと教育
内容の創造、教育相談についての研修を実施した。ま
た、校外研修では、学習指導、生徒指導、教育相談、進
路指導、人権教育、クラブ指導等に関わって、教員一人
当たりで約６回、全教員で延べ320回の研修を受講し、
日々の教育活動の実践に活かすことができた。

　キャリア教育、生徒指導、人権教育、教育相
談、アレルギー対応等の今日的課題に対する研
修に加え、来年度は、修学旅行での感染症発生
時対応についても、緊急対応マニュアルを作成
し適切に対応するために、事前研修を行う。

（１）
学校運営

A

　教職員研修への積極的な姿
勢が、生徒の指導に対して良
い影響を与えている。不断の
取組を評価したい。
　授業の予習・復習の継続、
学習と部活動との両立には生
徒自身の強い意志が求められ
る。生徒の意欲をより高める
ためにも日々の教育活動実践
に研修の成果を反映させる更
なる取組を推進してほしい。
そのことで学力向上はもとよ
り人間力の向上をはかっても
らいたい。

　　　　　環境
能力を十分に発揮できる環境づくりを行う意識と能力を養う。

「人権教育推進プラン」を踏まえた教育を推進し、互いを大切にする人間関係を育む。

自己評価結果
学校関係者評価（結果・分

析）及び改善方策

　思考力・判断力・表現力等の能力を培うアクティ
ブ・ラーニングを軸とした授業改善の取組、GTEC導入
など高大接続改革への対応、生徒会を中心とした生徒
の主体的な活動、特別な支援を必要とする生徒への細
やかな対応、地域との連携をはじめ、学校教育全般に
おいて所期の目標を達成することができ、学校評議員
会においても評価をいただいた。
　課題としては、キャリア教育に関わって、進路実現
に主体的かつ継続的に取り組む生徒の実践力を高める
こと、高大接続改革に関わって、教員が理解を深め、
同時に生徒・保護者に具体的な情報を提供することが
あげられる。また、本校が避難所となっていることを
踏まえ、地域との連携の一層の強化も必要となる。
　こうした取組をはじめ、日々の生徒の活動全般を通
して、橿原高校の特色を鮮明にしていく必要がある。

挑戦
大きな志を持ち、夢の実現に邁進する生徒に育てる。

Ａ

「克己」の精神を身につけ、易きに流れず努力する姿勢を育てる。

発想の起点を変え、物事を多角的に考える。

　　　　　信念
「目標をかなえる」「自分には絶対にできる」という信念をもつ生徒に育てる。

教訓をポジティブに生かして、次につなげる能力を養う。

令和元年度　学校評価総括表 奈良県立橿原高等学校

奈良県教育振興大綱基本理念 育人　～県民一人一人が学び、育ち合い、潜在力を最大限引き出す～

総合評価
教育目標 豊かな潜在能力を開花させ、知の創造を高め、豊かな感性を磨く。

学校経営方針 進路第一希望の実現、人間力の向上

昨年度の成果と課題 具　体　的　目　標
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具　体　的　目　標 具体的方策・評価指標 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

　時間の有効活用と授業における集中度を高
める魅力ある授業を展開する。

　部活動と学習のけじめを意識的につけさせ、限りある時間を有効活用さ
せる。授業アンケートにおいて「集中して授業に取り組んでいる」が80％
以上でA、60％以下でC。

B

　授業アンケートにおいて、「集中して授業に取り組ん
でいる」と答えた生徒の割合は77.9％であった。 生徒は
概ね授業に集中して取り組んでいるが、授業内容を十分
理解できず、集中できていない生徒が全くいないとはい
えない現状である。

　考査等で不振だった生徒に対して、積極的に
補充を行い、クラス全体の学力の底上げを図っ
ていかねばならない。

　家庭学習を促進する。（平日の家庭学習時
間１時間未満の生徒を減らす）

　学校での授業を大切にさせるとともに、家庭学習の重要性を認識させ、
「予習→授業→復習」の学習サイクルを定着させる。橿高生活アンケート
において「平日の家庭学習時間が1時間未満」が15％以下であればA、30％
以上でC。

C

　平日の家庭学習時間０分が11.5％、30分未満が
13.9％、１時間未満が17.4％で家庭学習の不足している
生徒が昨年よりも多く見られる。一方で４時間以上は
13.7％で昨年度より増加している。

　日々の学習においては課題や小テストを工夫
して積極的に実施していかなければならない。
生徒自ら主体的に学習に取り組むことが，将来
の進路実現につながることを繰り返し伝達し学
習意欲を喚起していく必要がある。

　生徒の基本的生活習慣を確立させることか
ら、克己の精神を育む。

　生徒の遅刻回数の減少に努める。年間遅刻回数を昨年度比２ポイント以
上の減でA、２ポイント以上の増でC。

A
　昨年に比べ、遅刻総数が約１割近く減少した。先生方
の立哨指導の下、余裕を持って登校しているように感じ
られる。

　地域や学校での行事等に、生徒会や生徒会
各種委員会が積極的に参加し、主体的に学校
生活を構築したり社会貢献に努める姿勢を醸
成する。

　保護者アンケートにおいて「学校の雰囲気がよく、生き生きとしてい
る」が昨年度比３ポイント以上の増でA、５ポイント以上の減でC。

B

　2.5ポイントの上昇があったことから、生徒たちが楽し
くが充実した学校生活を送っていると考えられる。
　委員会活動や部活動において、生徒が主体的に行動す
るよう、活動内容を絶えず見直していきたい。

　生徒の進路第一希望の実現を図る。

　各教科の授業、総合的な学習(探究)の時間、特別活動、充実講座等を通
して、生徒の主体的に物事に取り組む姿勢と学力の向上を図り、進路第一
希望の実現を目指す。生徒のやる気を高め、自己の目標に向かって粘り強
く挑戦し続ける姿勢を育てる環境を整えることを重視する。
　進路実現に関する卒業時アンケートで、3年生徒の進路決定先満足度が
50％以上かつ本校の進路指導に対する３年生保護者の満足度が70％以上で
A、生徒の満足度が40％未満かつ保護者の満足度が50％未満でC。

A

　進路だより「Will」をはじめ、生徒・保護者に進路情
報誌を適時に配付した。「Will」は年４回、考査成績郵
送と三者面談等に合わせて発行し、情報提供に努めた。
　校外模試や進路講演会等を計画的に実施し、特に１･２
年生は部活動に影響が出にくい平日実施で全員が受験で
きるように体制を整えた。
　充実講座を計画どおり実施したが、３年生の２学期以
降の受講数が年々減少した。

　進路だより「Will」や各種進路情報誌によ
り、高大接続改革や進路全般に関わる最新情報
を生徒・保護者に適切に提供する。
　SHR、LHR、DSの時間を活用することで、自身
の進路実現に適切な内容を有効に活用できるよ
うに促す。
　模試の返却・活用方法を工夫することで、実
力の定着化を図る。
　現３年生の充実講座に関するアンケート結果
を参考に、今後の実施方法(内容･レベル･時間
等)を見直す。

　キャリア教育を促進する。

　各教科の毎授業、総合的な学習(探究)の時間、特別活動に加え、進路講
演会、各種説明会等の開催及び振り返り学習や進路情報の提供、インター
ンシップ等の体験的な学び等を通してキャリア教育を推進し、主体的に自
己実現を図る姿勢を育むことで、総合的な力が身につくよう人間力の向上
を目指す。
　キャリア教育・進路情報に関する卒業時アンケートで、３年生徒の満足
度が50％以上かつ３年生保護者の満足度が70％以上でA、生徒の満足度が
40％未満かつ保護者の満足度が50％未満でC。

B

　DSとLHRにおいて進路分野に関する内容を実施したが、
リテラシー・コンピテンシーを育成する展開に再考の余
地がある。
　進路実現のために、自己分析と適性(学問・職業)理解
に基づいて主体的・能動的に自己実現を図る契機として
「学びみらいPASS」を実施し、振り返り講演会も併せて
実施した。
　保護者対象の進路講演会及び生徒対象の進路講演会や
大学・医療看護系・就職公務員希望のガイダンスを適時
に実施した。
　大学ミニ講義として｢橿高大学｣を土日開催から平日実
施に変更した。
　インターンシップ及び看護体験研修参加を幅広く呼び
かけた。等々

　進路学習は、高校３年間を見通した内容でバ
ランスよく設定する。進路講演会を求められる
学力、高大接続改革等を勘案して、よりタイム
リーな内容で開催する。
　橿高大学を契機に、主体性をもって能動的に
活動できるよう上級学校でのオープンキャンパ
ス･講義体験等への参加を促し、目的意識を
もって日常の活動が送れるようにする。
　自己の活動記録(ポートフォリオやキャリア
パスポート等)を活用することで、学校、家庭
及び地域における学習や生活の見通しを立て、
学んだことを振り返りながら、新たな学習や生
活への意欲につなげたり、将来の生き方を考え
たりする活動を自ら行うことができるよう働き
かける。

　人権教育ホームルーム及び学年人権講演会
の内容を充実させ、多様な人々の思いや願い
を理解するとともに、自分の命も他人の命も
大切にできる生徒を育てる。

　参加体験型のホームルームを継続して実施するとともに、１年生で高齢
者の人権、３年生で労働者の権利、外国人との共生についての内容をとり
入れる。人権教育だより「今月の言葉」の内容を工夫し、裏面に昨年度の
人権作文の優秀作品を掲載することで、生徒の人権意識をさらに向上させ
る。「３年人権学習アンケート」で肯定的な回答が75％以上でA、50％未
満でC。

A

　今年度より１年で高齢者の人権、３年で労働者の権
利、外国人との共生についての内容をとり入れ、今日的
な課題を考えさせることができた。「今月の言葉」の裏
面に昨年度の人権作文の優秀作品を掲載して生徒全員が
読めるようにした。３年人権学習アンケートで肯定的な
回答をした生徒の割合が82％であった。

　人権ホームルームをより充実させるため、各
学年で生徒が主体的に取り組める参加体験型学
習を増やしていく。生徒にインパクトのある講
師を選定して、11月に全校人権講演会を実施す
る。「今月の言葉」の内容を生徒がしっかりと
読めるものに一層工夫し、毎月11日の人権を確
かめあう日に配布する。

　教職員の校内及び校外での研修の機会と内
容の充実を図り、それらを積極的に利用して
人権感覚を磨き、生徒への指導に生かせるよ
うに努める。

　校内研修は、全体研修を年１回、学年研修を各学期１～２回実施する。
校外研修は、高人教等主催の研修に積極的に参加してもらう。以上の研修
をすべて実施できればB以上、さらに、職員人権研修に教員の80％以上が
出席すればA、いずれも不十分であればC。

A

　校内全体研修は、８月に県立同和問題関係史料セン
ター所長の奥本武裕さんを講師に「部落史の見直しと教
育内容の創造」をテーマに実施した。学年研修は、人権
ホームルーム実施前に毎回実施した。校外研修では、高
人教及び県外教等の研修会に多くの教員が積極的に参加
できた。

　教員の人権意識向上のため、今日的な課題で
講師を選定して、８月に全体研修を実施する。

自己評価結果
学校関係者評価（結果・分

析）及び改善方策

（３）
生徒指導
教育相談
生徒会
活動

A

　欠席、遅刻、早退を減らす各クラスでの具体
的目標の標榜。
　達成感を感じることができる委員会活動の見
直し。
　より満足度が高くなるようなボランティアや
地域貢献活動の見直しや継続。

　遅刻が減ったことは大いに
結構である。
　地元地区での共働活動や歴
史に憩う橿原市博物館等の活
動等は、地域住民には高く評
価されている。評価を生徒に
フィードバックしてあげてほ
しい。

（４）
進路指導
キャリア

教育

A

　進路講演会や校外模試の実
施方法の工夫が生徒の意欲向
上につながり、生徒自らによ
る「将来の生き方を考える活
動」への導きをさらに強めら
れると考えられる。
　具体的に示されている改善
方法を、次年度以降に実践す
ることで、より一層生徒・保
護者の期待に応える教育内容
の充実を図ってほしい。

（２）
学習指導

B

　集中して授業に取り組んで
いる生徒が多いことを好まし
く思う。家庭学習時間の不足
を感じるが、カフェで学習を
する時代となり、指導の難し
さを察する。粘り強い補充対
策を期待する。

（５）
人権教育

A

　自分の命も他人の命も大切
にすること。すべての生徒、
教職員が豊かな人権感覚を有
するように、これまでの取組
を継続してほしい。
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具　体　的　目　標 具体的方策・評価指標 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

　本を読む楽しさと文字に親しむ習慣を身に
つけ、豊かな感性と教養を育む。

　週２回（各15分）のSSR（持続的黙読）を軸に、読書の楽しさと意義を
実感し、生涯にわたって本に親しむ習慣を育てる。橿高生生活アンケート
で「SSRについて」の満足度が6.5ポイント以上でA、5.0ポイント未満で
C。

B
　生徒、教員ともにSSRを肯定的に受け止める声がきわめ
て多く、特にSSRが朝の時間帯になってからは、１限目授
業への良い影響も見受けられる。

　「普段読まないので・読む機会がないので」
などを前提に［SSRはよかった」と述べる生徒
も多く、読書の習慣化というには、まだまだ不
十分である。教室移動や教員の１限目授業への
対応も解消されておらず、今後検討を続けてい
かなければならない。

　文化活動を充実し、生徒の知性と創造力を
育成する。

　文化行事をとおして知的好奇心・創造力を育て、高校生としてふさわし
い文化意識の獲得を目指す。学校全体の取組として、年間４回以上の文化
行事等を実施でA、２回以下でC。

A

　若雉子祭〈９月〉、朗読を聴く会〈10月〉、芸術鑑賞
会〈11月〉図書館文化講座（１月）、百人一首かるた大
会〈１月〉を実施した。いずれの行事も生徒の創造性や
知的好奇心の伸長につながった。若雉子祭の準備日程な
どに不十分なものもあり課題である。

　実施要綱や委員会での配布物がクラス全体へ
の伝達を周知徹底できるようにさらに丁寧な説
明を心がけていく。

　全生徒が、充実した高校生活を送れるよ
う、健康・安全教育を推進する。また、体力
の向上を更に図る。

　学校保健委員会を開き、生徒の健康・体力の状況について実情を精査
し、改善を図る。また、「保健だより」の発行により、生徒個々の健康に
関する意識を高める。体力テストの結果において、各学年男女別で全国平
均を10項目以上上回った場合A、３項目以下の場合C。

B

 「ほけんだより」を月１回発行することにより、生徒自
身の健康面での自己管理を促した。特に、熱中症予防対
策や種々の感染症対策についてポスター掲示とともに情
報提供に努めた。体力テストにおいては、各学年男女と
も全国平均値と大幅な差異は無いが、握力・立ち幅とび
がやや劣り、筋力・瞬発力の向上を図る必要があると考
える。

　近年、増加している種々のアレルギー疾患や
健康維持に欠くことのできない睡眠・栄養面で
の情報をより詳細に提供していく。
　体力テストの結果を踏まえ、体育実技及び運
動部活動においても全生徒の体力・筋力の向上
が図れるようトレーニング法を研究・工夫して
いく。

　保健体育行事において、生徒が自主的かつ
主体的に参加できるように工夫する。

　橿高生活アンケートで「球技大会」、「体育大会」「クロスカントリー
大会」の3項目の満足度平均が6.0ポイント以上でA、4.0ポイント未満で
C。

A

　「球技大会」・「体育大会」は生徒の満足度が高く、
積極的な取組みが本年度も見られた。「クロスカント
リー大会」では、例年以上に記録や順位に挑戦していこ
うとする生徒が多くなった。

　体育的行事は、生徒の「安全」が不可欠であ
るので、次年度も更に充分な配慮がなされた企
画・運営を心掛けていく。

　学習に専念できるよう、生徒が自分たちの
手で校内の美化ができる姿勢を養う。

　「汚さない、ゴミを出さない」指導を行い、日常の清掃活動をとおして
生徒の美化意識を高める。橿高生活アンケートで「校内環境美化につとめ
た」が6.0ポイント以上でA、5.0ポイント未満でC。

B

　アンケートより86％以上の保護者が環境美化、清掃が
十分できていると評価している。大掃除では、まず身の
回り(私物、机、イス、ロッカー)の整理から始めるよう
計画したが、日頃から整理をする習慣へとはつながるこ
とができない生徒もいた。

　校内外の美化意識を高める継続的な指導。環
境整備委員会活動の継続と活性化を図る。

　震災、火災等に備えるための避難訓練など
をとおして自らの身を守る行動の習得と防災
に対する意識を高める。

　生徒の防災意識を高める避難訓練を実施し、自らの身を守る行動を身に
つけるとともに、各教科においても機会あるごとに防災意識を高める取組
を行う。訓練実施後の生徒アンケートで「防災について理解できたが」
70％以上でA、50％以上でB、50％未満でC。

A

　防災訓練は、地震を想定して行い、避難経路の安全確
認、地震発生直後の防御姿勢に重点をおいた。実際の避
難では、周囲の状況を的確に把握し、適切な場所への避
難が求められる。今年は雨天のため、避難場所を体育館
に変更したが、スムーズに実施できた。

　日頃からの防災意識を高めるため、避難訓
練・シェイクアウト訓練に加えて、あらゆる機
会をつかって防災、減災に向けた呼びかけを
行っていく。

　本校独自の教育内容の構築に努めるため、
学校評価のシステムを検討し実施する。

　生徒による授業アンケートを年２回、橿高生活アンケートを年１回。保
護者によるアンケートを年１回実施し、集約結果を報告する。あわせて学
校評議員による外部評価を実施する。

A
　各アンケートの集約結果は自己評価、外部評価の資料
として利用した。学校評議員制度廃止に伴い、次年度の
外部評価方法が課題である。

　これまでのアンケート結果を精査し、顕著な
違いが現れるものについて原因を明らかにし、
改善すべき点については具体策を検討する。

　中学生への広報活動を積極的に行う。
　中学校や塾に積極的に訪問し、より多くの中学生が本校を志望するよう
広報内容の改善に努める。オープンスクール実施後のアンケートで「よ
かった」が80％以上でA、60％未満でC。

A
　訪問中学校数58、進学説明会への参加数９であった。
保護者アンケートの結果より、「ホームページを見る」
との回答が３年前と比較して10.4ポイント増加した。

　中学生、保護者が必要とする情報を的確に把
握すること。ホームページの内容をできるだけ
最新の状態に維持するための方策を検討する。

　国際理解教育の推進を図る。
　ホームルーム・集会で国際理解に役立つ内容を扱う。外国の事情や外国
人が日本をどのように見ているのかについて関心を高めることができるよ
うに、新聞を３回以上発行する。３回以上でA、０回でC。

A

　日本の文化・自然等について外国人の感想・視点を取
り上げる国際理解タイムズには、生徒の関心を喚起する
ために本校ALT（英語指導助手）による記事も掲載し、３
回発行したが、活用方法についての検討が必要である。
また国際理解教育に関する講演会として、世界遺産講演
会（１年）、台湾文化セミナー（２年）、アイルランド
の文化・教育・言語（３年）を開催したが、開催時期に
ついて再検討を要する。

　国際理解タイムズの活用方法として、総合的
な探究の時間や授業での活用について、その方
途を検討する。
　講演会については、実施学年と相談し、実施
時期・内容を検討する。

　国際交流行事への参加促進と海外修学旅行
の充実を図る。

　海外研修・短期長期留学事業の紹介に努める。国際理解教育の視点にた
ち、海外への修学旅行が有意義になるように総合的な学習（探究）の時間
の内容を検討し、実施する。修学旅行後のアンケートで満足度が75％以上
でA、50％未満でC。

A

　海外修学旅行のアンケート結果によれば、満足度は
87％と高かった。B＆Sプログラムは昨年度からリーダー
には英語が話せる留学生をお願いしている。生徒たちは
興味や関心を持ち、英語で意思疎通をはかる努力をして
おり、効果が見られた。
　海外研修・短期長期留学事業については教室掲示によ
り適宜紹介した。夏期休業中２年生１名が２週間カナダ
での語学研修に参加した。

　交流校での生徒同士のプレゼント交換には、
台湾の文化に配慮した手作りの品物を考えてい
く。交流行事として代表生徒の挨拶、いくつか
のグループで行う舞台でのパフォーマンス、全
員で参加する歌等を行ったが、今年度の反省も
生かしながら、次年度の交流内容を検討した
い。また、これまでの食物アレルギー対策に加
え、次年度は感染症への対策も講じていきた
い。

（１０）
国際理解

教育
A

　海外修学旅行の効果が出始
めている。グローバルな時代
に生きる生徒諸君の国際交流
意識が向上することが期待で
きる。

自己評価結果
学校関係者評価（結果・分

析）及び改善方策

（８）
環境整備
防災教育

A

　保護者の評価と同様で、美
化・清掃が行き届いている。
　橿原高校体育館が避難所に
指定されていることを踏まえ
て、地域とともに日頃から防
災・減災意識をより高めてい
くことが求められる。

（９）
学校評価

広報
A

　種々の資料から、広報活動
の充実を評価する。
　新しく始める外部評価方法
が更なる開かれた学校作りの
推進に寄与することを期待す
る。

A

　SSR、別途配布された「図書
館だより」の内容等、充実し
た取組がなされている。引き
続きの活動をお願いしたい。

（７）
体育

健康教育
A

　情報提供に努め、生徒によ
る自己管理促進や予防対策の
充実がみられ、良としたい。
　体力・筋力の向上工夫に期
待したい。

（６）
文化図書

教育
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具　体　的　目　標 具体的方策・評価指標 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

　日常生活において、挨拶の習慣と正しいマナーを身につけさせる。年度
末の学年総括で所属教員の70％以上ができていると判断したらA。

A
　学校内外を問わず、挨拶が身近になっており、大部分
の生徒ができている。しかし、授業の開始時等において
は、次第に礼や挨拶が雑になっている場面もある。

　基本的生活習慣や規範意識について、粘り強
く指導を継続していく。

　日々の授業を大切にし、予習・復習・課題提出などを確実に実行させ
る。平日の学校外での学習時間が1時間以上とする生徒が70％以上でA。

B
　授業を大切に取り組んでいる生徒が多い。その反面、
考査前の学習に限られた生徒が多く、予習・復習の学習
習慣が身についていないのが課題である。

　自己の目標を明確にし、何事にも主体的に取
り組めるように指導していきたい。

　人としての美しい心を養い、寛容の精神を
もって人と接する姿を身につける。

　人に対して思いやりのある行動ができる心を養う。自分にはない、他人
の能力を認めることによって、お互いを尊重する心を養う。橿高生活アン
ケートにおいて「重点目標を達成しようと努力している」が70％以上で
A。

A A
　クラスでの生活や部活動において、お互いを尊重する
前向きな言動や行動が見られた。

　お互いを尊重し、思いやりのある態度や行動
が自然に出せる生徒を育んで生きたい。

　自ら進路を考え決めるための時間として、未来探求、ホームルーム、進
路講演会、学年集会を合計10時間以上設定する。科目選択と模擬試験で、
90％以上の生徒が志望をきちんと書けておればA。

A

　年間16時間、進路を考える時間をもった。夏期休業中
にオープンキャンパスに参加、レポートで報告させた。
１月の模擬試験では全員が志望を書くことができた。少
数だが迷っている生徒、保護者の理解が十分得られてい
ない生徒へのきめ細かい対応が必要だ。

　「予習・授業・復習」の習慣化と基礎学力の定着に取り組ませる。校外
の学習時間が１時間以上となるよう指導し、達成されていればA。

B

　「予習・復習」をしている生徒は増えてきているが、
その割合は高くない。学校のすきま時間に授業の準備や
課題をする生徒の姿が見られるため、家庭においても学
習できるはずだ。

　修学旅行とその関連行事を通して、外国の文化に興味関心を持ち、同世
代の人との交流の意義を考える。事後アンケートで満足度90％以上の場合
A。

B

　満足度87％であったが、学校交流を通して97％が異文
化を体験できたと感じ、82％が海外や世界に目を向けら
れるようになったと答えた。76％が事前の講演や交流に
意義を感じている。

　部活動や修学旅行、体育大会・文化祭などの学校行事を通じて思いやり
とお互いを尊重する心を養う。

A
　修学旅行では、お互いの体調に気を配り行動した。ま
た、学校交流ではホスピタリティについて学んだ。

　LHR、学年集会、個人面談、各種講演会等を通して自分の進路をしっか
り意識させ、自ら主体的に計画を立て、粘り強く取り組む気持ちをもたせ
る。年度末の学年総括で所属教員の70％以上ができていると判断すれば
A。

A
　進路実現に向けて生徒を中心に据えた計画を立て、粘
り強く取り組む意識と機会を持たせることができた。

　本人及び保護者の理解と協力を得られるよう進路指導部と連携をはかり
ながら講演会等を計画し、進路・学年通信を定期的に発行する。また、丁
寧な三者面談を心がける。年度末の学年総括で所属教員の70％ができてい
ると判断すればA。

A

　生徒向けの講演会は、生徒が壁にぶつかったときに持
つことができ、時期的にも内容的にも適正であった。ま
た、年２回の保護者向け講演会も適正な時期に実施し、
保護者とコミュニケーションをとることができた。進
路・学年通信も定期的に発行することができた。

　授業、充実講座、定期考査、模擬試験等を通して、基礎から発展的応用
力、実践的な学力が身につくよう指導する。橿高生活アンケートにおいて
「定期考査・模擬試験のやり直しをする」が50％以上ならA。

B

　授業、充実講座など、学習時間を確保するように努め
た。また、学習方法も基礎固めを強調したが、アンケー
トの結果からして定期考査、模擬試験が活用されていな
い。考査などの試験の活用を促していきたい。

　遅刻欠席を少なくし、規律正しい生活の実践を指導する。進路実現につ
いて、互いに励まし合う雰囲気作りを行う。橿高生活アンケートにおいて
「重点目標を達成しようと努力している」が70％以上でA。

B

　学年集会、HRなどを通じて、進路実現のためには、毎
日の生活リズムが大切であると指導してきた。また、保
護者にも、「生活リズムの大切さを、家庭でも指導して
ください。」とお願いした。入試シーズンに入るまで
は、遅刻欠席が少なかったが、11月以降遅刻欠席が増え
るようになってきた。

　最終学年として何事にも主体的に取り組むことで、公共心、規範意識の
向上、他者を尊重し切磋琢磨しながらお互いを高め合う力、自分らしい生
き方を追求する力を養い、自立した一人の人間として、総合的な力が身に
つくよう指導する。

A

　生徒自身が、自分の置かれている立場を自覚し、物事
にあたることができている。服装、頭髪、SNSの利用につ
いて注意することもあったが、生徒個々が、お互いを気
遣い目標に向かうことができた。

自己評価結果
学校関係者評価（結果・分

析）及び改善方策

　進路を見据えた勉学、部活
動、学校行事等、多岐にわ
たった強い指導を応援する。
　メリハリをつけて、高校生
活を楽しむようアドバイスを
与えてもらいたい。

　豊かな感性を磨く。 A

　次年度は高校生活最後の年である。自己の進
路実現に向け努力するなかで、お互いの進路希
望も尊重し、one teamとして進路実現を目指す
雰囲気作りをする。
  部活動は最後までやりきるよう、学校行事は
一丸となって楽しむよう、部活動、ホームルー
ム運営を計画し実行する。

第２学年

　主体的な進路選択に取り組み、その実現に
向け基本的な学力を身につける。

A

A

　大学、専門学校、就職、個々の希望に応じた
情報提供をする。特に、高大接続改革による新
しい受験制度と受験生の動向をより正確に把握
し、生徒・保護者に知らせる取り組みが必要
だ。精神的に不安にならないよう留意すること
も求められる。
　真面目に学習する生徒がほとんどであり、授
業を大切にすれば基礎学力は向上する。発展的
な学力習得については、充実講座や模擬試験の
復習を繰り返すよう促す。また、家庭学習が習
慣となるよう強く指導する。

第１学年

　基本的な生活習慣の確立と何事にも積極的
に取り組む姿勢を身につける。

A

A

　真新しい１年生にとって、
すべてが大人への登竜門。生
活習慣の確立は挨拶からであ
る。駅前で地域住民による朝
のあいさつ運動を実施した
際、挨拶を返してくれない生
徒が多くいるように思う。評
価結果の分析を踏まえ改善方
策を進められることを期待す
る。

　進路実現が一番のテーマで
ある中、社会人として送り出
すためにも、規範意識の向
上、コミュニケーション力の
充実等、課題は山積してい
る。細やかな指導を期待す
る。

　『当たり前のことを当たり前にしよう。』
というスローガンのもと、すべての基礎とな
る生活習慣を身につけさせる

A

　生徒自身に毎日の生活リズムや、規範意識等
の大事さを理解させるとともに、生徒を取り巻
く環境の変化を考慮にいれた指導方法を検討す
る。

第３学年

　進路実現に向け、基礎学力を確実に身につ
け、実践的な学力の習得に結びつける。

A

A

　進路実現のために、生徒が落ち着いて学習す
る環境を作ることを、第一に考えてきた。今年
度行ってきたことを継続して行っていくこと
が、よりよい改善につながると考える。


	01総括


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


